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(54)【発明の名称】 超音波内視鏡

(57)【要約】
【課題】  傘歯車間の噛み合い調整を簡便に行うことが
可能な超音波内視鏡を実現する。
【解決手段】  超音波内視鏡は、挿入部先端部の先端部
本体２１に超音波振動子を内蔵する超音波走査ユニット
２４を着脱可能に構成している。前記先端部本体２１
は、操作部内の駆動装置により回動される可撓性シャフ
トに対し結合される回動シャフトを設けている。この回
動シャフトは、先端部側傘歯車３３に固定されている。
この先端部側傘歯車３３は、前記超音波走査ユニット２
４に設けられたユニット側傘歯車４４と噛合するよう構
成される。これら先端部側傘歯車３３とユニット側傘歯
車４４との噛み合い調整のために、前記先端部本体２１
と前記超音波走査ユニット２４との間に調整板５３を設
け、この調整板５３を介して前記超音波走査ユニット２
４は前記先端部本体２１に固定される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  超音波を送受信する超音波振動子を有
し、この超音波振動子を挿入部先端部の長手軸方向と垂
直方向に回動して走査する超音波内視鏡において、
前記超音波振動子へ信号を伝達するスリップリングと、
このスリップリング及び前記超音波振動子を回動可能に
保持するハウジングと、前記超音波振動子に対して、前
記挿入部の先端部本体に設けた先端部側傘歯車からの駆
動力を伝達するためのユニット側傘歯車及び平歯車で構
成する回動伝達手段とを有して、前記先端部本体に対し
て着脱可能に構成する超音波走査ユニットを具備し、
この超音波走査ユニットと前記先端部本体との間に、前
記ユニット側傘歯車と前記先端部側傘歯車との噛み合い
を調節するための調整部材を設けたことを特徴とする超
音波内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、超音波振動子から
出射される超音波を機械的に走査する超音波内視鏡に関
する。
【０００２】
【従来の技術】近年、超音波内視鏡は、広く用いられて
いる。上記超音波内視鏡は、細長な挿入部の先端部に超
音波振動子を有している。上記超音波内視鏡は、上記超
音波振動子を電子走査式或いは機械走査式で走査して、
超音波断層画像を得るものである。上記超音波内視鏡
は、得られる超音波断層画像によって体内の病変を診断
できると共に、上記超音波断層画像ガイド下で穿刺や生
検等の処置を行える。
【０００３】上記機械走査式の超音波内視鏡は、上記超
音波振動子を挿入部先端部の長手軸方向と垂直方向に回
動して走査する、いわゆるセクタ走査を行うものであ
る。
【０００４】このような機械走査式の超音波内視鏡は、
例えば特開２０００－３３３９５８号公報に記載されて
いるように超音波振動子と、傘歯車及び平歯車で構成す
る回動伝達手段と、をシャーシ部材によって保持して一
体の状態で挿入部先端部に組み付けているものが提案さ
れている。上記超音波内視鏡は、上記シャーシ側に固定
される従動側の傘歯車及び駆動モータに結合された駆動
側の傘歯車によって上記超音波振動子の回動方向を変換
し、この超音波振動子を挿入部先端部の長手軸方向と垂
直方向に揺動運動させてセクタ走査を行っている。
【０００５】しかしながら、上記特開２０００－３３３
９５８号公報に記載の超音波内視鏡は、上記従動側の傘
歯車と駆動側の傘歯車との２個の傘歯車を別部材によっ
て支持しているので、これら２個の傘歯車間の距離が一
意的に決まらない。このため、上記超音波内視鏡は、上
記２個の傘歯車の組み付け時に、これら２個の傘歯車同
士の噛み合い状態を調整しながら組み立てる必要があ
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る。上記超音波内視鏡は、上記シャーシ部材にパイプ状
ねじ部を設けられ、このパイプ状ねじ部を回転させるこ
とでこのパイプ状ねじ部の先端を駆動側の傘歯車のシャ
フトに押し当て、上記従動側の傘歯車と駆動側の傘歯車
との距離を微調整している。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、上記特
開２０００－３３３９５８号公報に記載の超音波内視鏡
は、更に先端部のサイズが小さいものに適用すると、構
成が複雑で且つ部品が小さいため、作業性が悪いという
問題がある。
【０００７】本発明は、これらの事情に鑑みてなされた
ものであり、傘歯車間の噛み合い調整を簡便に行うこと
が可能な超音波内視鏡を提供することを目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】前記目的を達成するため
本発明は、超音波を送受信する超音波振動子を有し、こ
の超音波振動子を挿入部先端部の長手軸方向と垂直方向
に回動して走査する超音波内視鏡において、前記超音波
振動子へ信号を伝達するスリップリングと、このスリッ
プリング及び前記超音波振動子を回動可能に保持するハ
ウジングと、前記超音波振動子に対して、前記挿入部の
先端部本体に設けた先端部側傘歯車からの駆動力を伝達
するためのユニット側傘歯車及び平歯車で構成する回動
伝達手段とを有して、前記先端部本体に対して着脱可能
に構成する超音波走査ユニットを具備し、この超音波走
査ユニットと前記先端部本体との間に、前記ユニット側
傘歯車と前記先端部側傘歯車との噛み合いを調節するた
めの調整部材を設けたことを特徴としている。この構成
により、傘歯車間の噛み合い調整を簡便に行うことが可
能な超音波内視鏡を実現する。
【０００９】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して本発明の１
実施の形態を説明する。図１ないし図１５は本発明の１
実施の形態に係り、図１は本発明の１実施の形態を備え
た超音波内視鏡の全体構成を示す外観図、図２は図１の
超音波内視鏡の先端部を説明する断面図、図３は図２の
先端部の先端側外観図、図４は図２のＡ－Ａ断面図、図
５は図４のＢ－Ｂ断面図、図６は超音波走査ユニットを
説明する先端部の断面図、図７は図６のＣ－Ｃ断面図、
図８は超音波走査ユニットと先端部本体との組立説明
図、図９は図８の調整板を先端部本体に組み付ける際の
平面図、図１０ないし図１２は振動子シャフトをハウジ
ングに組み付ける際の説明図であり、図１０は振動子シ
ャフトをブラシ保持部材に組み付ける際の説明図、図１
１は図１０の状態の振動子シャフトをハウジングに組み
付ける際の説明図であり、図１１（ａ）は振動子シャフ
トをハウジングに組み付ける途中の説明図、図１１
（ｂ）は同図（ａ）のＤ－Ｄ断面図、図１２は図１１の
状態の振動子シャフトをハウジングに組み付けた後の説
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明図であり、図１２（ａ）はブラシ保持部材を回転させ
て振動子シャフトをハウジングに組み付けた後の説明
図、図１２（ｂ）は同図（ａ）のＤ－Ｄ断面図、図１３
及び図１４は先端キャップ内に超音波伝達媒体を注入す
る際の説明図であり、図１３は先端キャップ内に超音波
伝達媒体を注入する際の先端部要部の断面図、図１４は
先端キャップ内に超音波伝達媒体を注入した後に、先端
キャップ内を封止した際の先端部要部の断面図、図１５
は超音波振動子を挿入部先端部の長手軸方向と垂直方向
に回動して、超音波走査を行っている際の説明図であ
る。
【００１０】図１に示すように超音波内視鏡１は、先端
側に超音波振動子２を内在して体腔内へ挿入される細長
の挿入部３と、この挿入部３の基端部に連設された操作
部４とを備えて構成される。前記挿入部３は、前記超音
波振動子２及び後述の撮像装置を内蔵する硬質の先端部
５と、この先端部５に連設される湾曲自在の湾曲部６
と、この湾曲部６に連設される可撓性を有する可撓管部
７とから構成されている。
【００１１】前記操作部４は、前記挿入部３側より順に
把持部８と、この把持部８に連設する主操作部９と、こ
の主操作部９に連設する副操作部１０とから構成され
る。前記把持部８は、この前端付近に図示しない処置具
を挿入する処置具挿入口１１が設けられている。この処
置具挿入口１１は、その内部において処置具挿通用チャ
ンネル（図示せず）と連通している。
【００１２】前記主操作部９は、この側面から可撓性を
有するユニバーサルコード１２を延出している。このユ
ニバーサルコード１２は、端部にスコープコネクタ１３
が設けられている。このスコープコネクタ１３は、図示
しない光源装置と着脱自在に接続される光源コネクタ部
１３ａと、図示しないビデオプロセッサと着脱自在に接
続される電気コネクタ部１３ｂとが設けられている。
【００１３】また、前記主操作部９は、湾曲操作ノブ１
４が設けられている。この湾曲操作ノブ１４は、湾曲操
作されることにより前記湾曲部６を湾曲できるようにな
っている。また、前記主操作部９は、吸引を行う吸引ボ
タン１５と、この吸引ボタン１５の基端付近から突出す
るように吸引口金１６とが設けられている。前記吸引口
金１６は、図示しないチューブを介して吸引機に接続さ
れる。前記吸引口金１６は、前記吸引ボタン１５が操作
されることにより、前記挿入部３を挿通する吸引チャン
ネル（不図示）に連通し、前記先端部５の図示しない先
端開口から体液などを吸引することができる。
【００１４】また、前記主操作部９は、送気・送水操作
を行うための送気・送水釦１７が設けられている。前記
送気・送水釦１７は、押下操作されることにより、挿入
部を挿通する送気送水チャンネル（不図示）に連通し、
液体供給源からの液体又は気体供給源からの気体を前記
先端部５に供給することができる。
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【００１５】前記副操作部１０は、この側面から可撓性
を有する超音波コード１８を延出している。この超音波
コード１８は、端部に超音波コネクタ１９が設けられて
いる。この超音波コネクタ１９は、図示しない超音波観
測装置に接続されるようになっている。
【００１６】また、前記副操作部１０は、前記超音波振
動子２を回動駆動するモータ（不図示）及びこのモータ
により回動駆動される前記超音波振動子２の回転角を検
出するエンコーダ（不図示）で構成される図示しない駆
動装置が内蔵されている。前記駆動装置は、前記主副操
作部９、１０及び前記挿入部３を挿通する図示しない可
撓性シャフトを介して、前記挿入部先端部５の長手軸方
向と垂直なラジアルの回動を前記先端部５に伝達するよ
うになっている。尚、前記主副操作部９、１０は、超音
波画像や内視鏡光学画像を静止したり、写真を撮るため
のリモートスイッチ２０が複数個設けられている。
【００１７】次に、前記先端部５の詳細構成を説明す
る。図２に示すように前記先端部５は、この先端部を構
成する硬質の先端部本体２１が設けられている。この先
端部本体２１は、この先端側に円筒状でその先端を半球
状にした先端キャップ２２に覆われている。
【００１８】この先端キャップ２２の内部は、前記先端
部本体２１にハウジング２３が固定されるようになって
いる。このハウジング２３は、後述する超音波走査に必
要な部材が組み込まれていて、前記超音波振動子２を内
蔵する超音波走査ユニット２４を構成している。この超
音波走査ユニット２４は、前記先端部本体２１に対して
着脱可能な構成となっている。前記先端キャップ２２の
内部は、超音波伝達媒体２５で満たされるようになって
いる。
【００１９】先ず、前記先端部本体２１について説明す
る。前記先端部本体２１は、内視鏡光学系として先端斜
面部に照明光学系を構成する照明レンズ２６や観察光学
系を構成する対物レンズ２７が斜め前方に向けて設けら
れている。前記照明レンズ２６の基端側は、前記光源装
置からの照明光を伝送する図示しないライトガイドの出
射端側が配設されている。前記照明レンズ２６は、前記
ライトガイドからの照明光を拡開して斜め前方の被写体
を照明するようになっている。
【００２０】また、前記対物レンズ２７の基端側は、こ
のレンズの結像位置に図示しない撮像装置が配置され
る。この撮像装置は、前記対物レンズ２７で結像された
被写体の光学像を撮像して得た撮像信号を図示しないビ
デオプロセッサに出力するようになっている。このビデ
オプロセッサは、撮像信号を信号処理して得た映像信号
を図示しないモニタに出力して、このモニタに内視鏡光
学画像を表示させるようになっている。
【００２１】尚、前記照明レンズ２６は、その周囲に照
明光を一様に照射するようになっているが、前記先端部
本体２１の外形部で一部遮られてしまい、被写体を照明
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する際に影を生じてしまう。この状態で、前記対物レン
ズ２７は、照明された被写体像を取り込むと、内視鏡光
学画像の一部が暗くなるような影を生じてしまう。この
ため、本実施の形態では、図３に示すように先端部本体
２１の一部を切り欠いて、切欠部２１ａを形成し、影が
発生しないようにしている。
【００２２】前記照明レンズ２６の右隣は、内視鏡検査
時に前記対物レンズ２７の汚れを洗浄するための洗浄ノ
ズル２８が設けられている。この洗浄ノズル２８は、前
記送気送水チャンネルを介して前記液体供給源からの液
体を供給するようになっている。
【００２３】また、前記対物レンズ２７の右隣は、前記
処置具挿通用チャンネルの先端側開口２９が形成されて
いる。前記処置具挿入口１１から挿入される処置具（不
図示）は、前記処置具挿通用チャンネルの先端側開口２
９から処置具先端側を突出させ、穿刺や生検等の処置を
行えるようになっている。前記先端部本体２１の先端側
斜面は、前記超音波伝達媒体２５を注入するための後述
する管路６１を塞ぐねじ３０が設けられている。尚、超
音波伝達媒体２５の注入方法は、後述する。
【００２４】前記先端部本体２１は、前記先端部５の長
手軸方向に略平行な貫通孔２１ｂが形成されている。こ
の貫通孔２１ｂの先端側は、嵌合部２１ｃが設けられて
いる。この先端部本体２１の嵌合部２１ｃは、前記ハウ
ジング２３に形成した嵌合穴２３ａに嵌合するようにな
っている。尚、前記先端部本体２１と前記ハウジング２
３とは、後述する保持リング３１により位置決めを行う
ようになっている。
【００２５】前記副操作部１０内の駆動装置により回動
される可撓性シャフト（不図示）は、前記先端部５内に
おいて回動シャフト３２に結合されている。この回動シ
ャフト３２は、前記可撓性シャフトにより前記挿入部先
端部５の長手軸方向と垂直方向のラジアルな回動を伝達
されるようになっている。
【００２６】この回動シャフト３２は、前記先端部本体
２１に対して図示しないボールベアリングにより回動可
能に軸支されている。この回動シャフト３２は、この先
端側に先端部側傘歯車３３が固定されている。尚、この
先端部側傘歯車３３は、前記超音波走査ユニット２４の
後述するユニット側傘歯車４４と噛合するようになって
いる。
【００２７】また、この回動シャフト３２は、この先端
側にＯリング３４を介して、前記保持リング３１の内面
により保持されている。この保持リング３１の外面は、
Ｏリング３５が設けられている。これら２つのＯリング
３４、３５により、前記先端部本体２１の内部の水密が
確保されている。尚、前記先端部本体２１には、前記超
音波走査ユニット２４の後述する水密リング５１を嵌挿
する穴部２１ｄが形成されている。
【００２８】前記超音波走査ユニット２４は、上述した
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ように前記先端部本体２１に対して着脱可能な構成とな
っており、図４及びこのＢ－Ｂ断面図である図５に示す
ように、ねじ３６によって先端部本体２１に固定される
ようになっている。
【００２９】また、前記超音波走査ユニット２４と前記
先端部本体２１とは、前記先端部本体２１の貫通孔２１
ｂに嵌合固定される保持リング３１の外表面３１ａと、
前記ハウジング２３の嵌合穴２３ａ及び位置決めピン３
７との２箇所によって位置決めされるようになってい
る。
【００３０】このように超音波走査ユニット２４に対し
て前記先端部本体２１は非対称な構成となっているの
で、前記超音波走査ユニット２４を装着する位置は一意
的に決まり誤装着を防げるようになっている。
【００３１】次に、超音波走査ユニット２４の構成につ
いて説明する。図６に示すように前記ハウジング２３
は、先端側に開口したコの字状の１部品で形成されてい
る。前記ハウジング２３は、ギヤシャフト４１及びこの
ギヤシャフト４１と平行に振動子シャフト４２を回動可
能に軸支している。前記ギヤシャフト４１は、平歯車４
３ａ及びユニット側傘歯車４４に固定されていて、一体
的に回動するようになっている。
【００３２】前記超音波走査ユニット２４が前記先端部
本体２１に取り付けられると、この先端部本体２１の前
記先端部側傘歯車３３と、前記超音波走査ユニット２４
の前記ユニット側傘歯車４４とが噛合するようになって
いる。
【００３３】本実施の形態では、これら先端部側傘歯車
３３と、ユニット側傘歯車４４との噛み合い調整のため
に、前記先端部本体２１と前記超音波走査ユニット２４
との間に後述する調整部材を設けるように構成する。
【００３４】前記振動子シャフト４２は、前記超音波振
動子２を保持する振動子保持部材としてのホルダ４５
と、前記超音波振動子２へ信号を伝達するスリップリン
グ４６及び平歯車４３ｂを固定している。これにより、
前記超音波振動子２は、前記先端部５の長手軸方向と垂
直方向に回動可能に支持される。
【００３５】前記振動子シャフト４２の前記平歯車４３
ｂは、前記ギヤシャフト４１の前記平歯車４３ａに噛合
しており、前記ギヤシャフト４１の回動を前記振動子シ
ャフト４２に伝達している。このことにより、前記可撓
性シャフトから伝達される前記副操作部１０内の駆動装
置からの回動は、前記先端部本体２１の回動シャフト３
２、前記先端部側傘歯車３３、前記ユニット側傘歯車４
４、前記ギヤシャフト４１、前記平歯車４３ａ、４３ｂ
を介して前記振動子シャフト４２に伝達される。従っ
て、前記超音波振動子２は、前記先端部５の長手軸方向
と垂直方向に回動駆動されるようになっている。
【００３６】ここで、前記ギヤシャフト４１の前記平歯
車４３ａと前記振動子シャフト４２の前記平歯車４３ｂ
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7
との摺動面に段差があると、この段差により前記平歯車
４３ｂが１回転する途中で前記挿入部先端部５の長手軸
方向と垂直方向に振動してしまい、前記超音波振動子２
の回動挙動が安定しなくなる。このため、超音波断層画
像が劣化してしまうという虞れが生じる。
【００３７】そこで、本実施の形態では、図７に示すよ
うに前記平歯車４３ａが一回転する間において常にガイ
ドする鍔部４５ａを前記ホルダ４５に形成している。こ
のことにより、前記平歯車４３ａと前記平歯車４３ｂと
の回動時の振動を抑制することができるので、これら平
歯車同士の噛み合い状態が安定する。従って、前記超音
波振動子２を精度良く回動させることができるので、超
音波画像の精度を向上することが可能である。
【００３８】図６に示すように、前記超音波振動子２か
ら延出する同軸ケーブル４７ａは、前記スリップリング
４６に接続されている。このスリップリング４６の対向
する部分は、金属ブラシ４８ａとこの金属ブラシ４８ａ
を保持するブラシ保持部材４８ｂとから構成されるブラ
シ４８が前記ハウジング２３にビス４９にて固定されて
いる。
【００３９】前記金属ブラシ４８ａの先端側は、前記ス
リップリング４６に弾性的に押圧された状態で接触し電
気的に導通されるようになっている。この金属ブラシ４
８ａの他端側は、同軸ケーブル４７ｂに半田付け部４７
ｃで半田付けされるようになっている。このことによ
り、前記超音波振動子２の同軸ケーブル４７ａは、前記
スリップリング４６及び前記金属ブラシ４８ａを経て前
記同軸ケーブル４７ｂに電気的に導通されるようになっ
ている。
【００４０】前記同軸ケーブル４７ｂは、水密リング５
１の内周に挿通され、この水密リング５１に接着固定さ
れる。また、前記水密リング５１は、この外周にＯリン
グ５２が取り付けられるようになっている。このことに
より、前記超音波走査ユニット２４が前記先端部本体２
１に取り付けられる際に、前記水密リング５１が前記先
端部本体２１の前記穴部２１ｄに嵌挿され、この部分の
水密が確保される。
【００４１】前記同軸ケーブル４７ｂは、前記先端部本
体２１、挿入部３、主操作部９、副操作部１０及び超音
波コード１８を挿通し、前記超音波観測装置に接続され
るようになっている。そして、前記超音波観測装置は、
前記超音波振動子２からの信号の送受信を行うことが可
能となる。
【００４２】上述したように超音波走査ユニット２４が
先端部本体２１に取り付けられると、前記先端部側傘歯
車３３と前記ユニット側傘歯車４４とが噛合するように
なっている。これら先端部側傘歯車３３と、ユニット側
傘歯車４４との噛み合い調整のために、図８に示すよう
に前記先端部本体２１と前記超音波走査ユニット２４と
の間に調整部材として調整板５３を設け、前記超音波走
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査ユニット２４は前記先端部本体２１に前記調整板５３
を介して固定されるようになっている。前記調整板５３
は、前記超音波走査ユニット２４の前記ハウジング２３
と、前記先端部本体２１の前記嵌合部２１ｃとの間に配
置される。
【００４３】図９に示すように前記調整板５３は、一端
が開口した形状となっている。これは、前記超音波走査
ユニット２４に取り付けられている前記同軸ケーブル４
７ｂが前記先端部本体２１の穴部２１ｄに引き込まれた
後でも、前記調整板５３を配置できるようにしているた
めである。そして、前記調整板５３は、前記先端部本体
２１に装着される際に、挿入方向に対して側方より組み
付けることができるようになっている。
【００４４】尚、前記調整板５３は、弾性部材により形
成されている。このため、前記超音波走査ユニット２４
を先端部本体２１に取り付ける際に、前記ねじ３６を強
く締め付ければ、前記先端部側傘歯車３３と前記ユニッ
ト側傘歯車４４との傘歯車同士の噛み合いが緩む方向
に、一方、前記ねじ３６の締め付けを弱くすれば噛み合
いがきつくなる方向で調整が可能である。また、ねじ３
６を緩く締めた場合でも、前記調整板５３の弾性力によ
り、ねじ３６を押さえて、がたつかないようになるた
め、使用中にねじ３６が緩むことがない。このことによ
り、前記ねじ３６の締め付け量を加減することで、前記
先端部側傘歯車３３と前記ユニット側傘歯車４４との傘
歯車同士の噛み合いを容易に調節可能である。
【００４５】次に、図１０～図１２を用いて前記振動子
シャフト４２を前記ハウジング２３へ組み付けて、前記
超音波走査ユニット２４を組み立てる組立方法を説明す
る。この組立方法は、以下に示すように行う。先ず、図
１０に示すように、前記金属ブラシ４８ａが接着固定さ
れた前記ブラシ保持部材４８ｂの軸受穴部４８ｃに対し
て、前記超音波振動子２及び前記ホルダ４５が接着固定
された前記スリップリング４６及び平歯車４３ｂを一体
にした前記振動子シャフト４２の軸部４２ａを嵌合させ
る。
【００４６】次に、この振動子シャフト４２を図１１
（ａ）、（ｂ）に示すように、前記ハウジング２３に固
定する。尚、図１１（ｂ）は、同図（ａ）のＤ－Ｄ断面
図である。この際、前記ハウジング２３は、前記平歯車
４３ａ及び前記ユニット側傘歯車４４と一体化したギヤ
シャフト４１を固定して構成されている。前記振動子シ
ャフト４２を前記ハウジング２３の開口部から挿入し、
前記振動子シャフト４２の軸部４２ｂを前記ハウジング
２３の軸受部２３ｂに嵌合させる。
【００４７】この後、図１２（ａ）、（ｂ）に示すよう
に前記ブラシ保持部材４８ｂを矢印の向きに回転させ
て、前記ハウジング２３に組み付け、最後に前記ビス４
９によって前記振動子シャフト４２を前記ハウジング２
３に固定する。尚、図１２（ｂ）は、同図（ａ）のＥ－
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9
Ｅ断面図である。上記組立方法によれば、前記先端部５
の組立が容易に且つ、前記超音波振動子２の回動を精度
良い超音波走査ユニット２４を組み立てることができ
る。
【００４８】尚、ここで、前記超音波走査ユニット２４
は、前記先端部５に取り付けられる際に、この前段階で
ある前記先端部５の組立途中やリペア時に、前記金属ブ
ラシ４８ａから延出する前記同軸ケーブル４７ｂを持っ
て持ち運ばれる状況が有る。この際、前記同軸ケーブル
４７ｂが保持されると、前記金属ブラシ４８ａと前記同
軸ケーブル４７ｂとの最も弱い半田付け部４７ｃに負荷
がかかり、この半田付け部４７ｃの部分が切断されてし
まう虞れが生じる。
【００４９】そこで、本実施の形態では、図４に示すよ
うに前記ハウジング２３に凸部２３ｃ、２３ｄを設け、
これら凸部２３ｃ、２３ｄに沿って前記同軸ケーブル４
７ｂが前記ハウジング２３の外部に導出されるようにな
っている。このことにより、本実施の形態では、前記同
軸ケーブル４７ｂに加わった負荷は、前記凸部２３ｃ、
２３ｄに分散され、前記半田付け部４７ｃに負荷が集中
することが無い。これにより、本実施の形態では、半田
付け部４７ｃが断線することはない。
【００５０】従って、本実施の形態では、前記先端部本
体２１に取り付ける前段階で、前記同軸ケーブル４７ｂ
を持って前記超音波走査ユニット２４を持ち運んでも、
前記同軸ケーブル４７ｂに直接負荷がかかることはない
ので、前記超音波走査ユニット２４の故障を防止するこ
とが可能である。
【００５１】そして、図１２の状態の超音波走査ユニッ
ト２４を着脱可能に前記先端部本体２１に取り付ける。
図４及び図５で説明したように前記超音波走査ユニット
２４と前記先端部本体２１とを位置決めし、前記超音波
走査ユニット２４を前記先端部本体２１にねじ３６によ
って固定する。このとき、図８で説明したように前記先
端部本体２１と前記超音波走査ユニット２４との間に前
記調整板５３を装着し、この調整板５３を介して前記超
音波走査ユニット２４を前記先端部本体２１に固定す
る。そして、前記先端キャップ２２を前記先端部本体２
１に対して取り付ける。
【００５２】その後、図１３及び図１４に示すようにシ
リンジ６０等を用いて前記先端キャップ２２内に前記超
音波伝達媒体２５を注入する。前記超音波伝達媒体２５
は、前記先端部本体２１に形成した管路６１、前記ハウ
ジング２３に形成された穴部２３ｅを通って前記シリン
ジ６０等から注入される。
【００５３】ここで、前記超音波伝達媒体２５を前記先
端キャップ２２内に完全に満たすことは良好な超音波画
像を得るためには極めて重要な作業である一方、注入作
業は困難を伴う。これは、前記先端キャップ２２内に、
ある一定以上前記超音波伝達媒体２５が満たされると、
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この超音波伝達媒体２５が存在しない部分に気泡６２が
残り、この気泡６２を管路の開口部に寄せた状態で超音
波伝達媒体２５を注入しないと、これ以上超音波伝達媒
体２５が入っていかないためである。
【００５４】よってこれ以降は、前記先端部本体２１を
傾けて気泡６２を前記管路６１の開口部に位置するよう
に追い込んだ状態で前記シリンジ６０等により前記超音
波伝達媒体２５の注入を行う作業となる。
【００５５】本実施の形態では、前記ハウジング２３の
前記穴２３ｅの周囲に壁部２３ｆを設けている。これに
より、前記気泡６２を前記管路６１の開口部に追い込む
作業が容易となる。そして、この状態で、前記シリンジ
６０から前記先端部本体２１の前記管路６１を通して前
記超音波伝達媒体２５を注入すると、気泡６２の部分に
直接的に前記超音波伝達媒体２５を入れることができ
る。このため、前記気泡６２を除去することができ、前
記先端キャップ２２内に前記超音波伝達媒体２５を満た
すことができる。以上の作業で前記先端キャップ２２内
に気泡６２がなくなった後、前記ねじ３０を取り付けて
前記先端キャップ２２内を封止する。
【００５６】そして、このように構成した先端部５を有
する超音波内視鏡１は、図１５に示すように前記超音波
振動子２を挿入部先端部５の長手軸方向と垂直方向に回
動して走査する超音波走査を行うことができる。前記超
音波内視鏡１は、前記副操作部１０内の駆動装置からの
回動を可撓性シャフト（不図示）、前記先端部本体２１
の前記回動シャフト３２、前記先端部側傘歯車３３、前
記ユニット側傘歯車４４、前記ギヤシャフト４１、前記
平歯車４３ａ、４３ｂを介して前記振動子シャフト４２
に伝達される。そして、前記超音波振動子２は、前記先
端部５の長手軸方向と垂直方向に回動駆動し、前方走査
する超音波走査を行うことができる。
【００５７】この結果、本実施の形態の超音波内視鏡１
は、先端部本体２１と超音波走査ユニット２４との間に
調整板５３を設けることで、回動伝達手段である先端部
側傘歯車３３とユニット側傘歯車４４との噛み合いの調
整を簡便に行うことができる。これにより、本実施の形
態の超音波内視鏡１は、回動伝達手段である先端部側傘
歯車３３とユニット側傘歯車４４との噛み合いの調整を
簡便に行うことができる。
【００５８】尚、本実施の形態の超音波内視鏡１は、先
端部本体２１と超音波走査ユニット２４との間に設ける
調整板５３を弾性部材で形成し、超音波走査ユニット２
４を先端部本体２１に固定するためのねじ３６の締め付
け量を加減することで、先端部側傘歯車３３とユニット
側傘歯車４４との傘歯車同士の噛み合いを容易に調節可
能に構成しているが、調整板５３を金属などの弾性のな
い材料で形成しても良い。この場合、予め部品のバラツ
キ量を見込んだ複数種類の調整板を用意しておき、噛み
合いの状態を確認しながら調整板を選択して用いるよう
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に構成する。
【００５９】尚、本発明は、以上述べた実施形態のみに
限定されるものではなく、発明の要旨を逸脱しない範囲
で種々変形実施可能である。
【００６０】［付記］
（付記項１）  超音波を送受信する超音波振動子を有
し、この超音波振動子を挿入部先端部の長手軸方向と垂
直方向に回動して走査する超音波内視鏡において、前記
超音波振動子へ信号を伝達するスリップリングと、この
スリップリング及び前記超音波振動子を回動可能に保持
するハウジングと、前記超音波振動子に対して、前記挿
入部の先端部本体に設けた先端部側傘歯車からの駆動力
を伝達するためのユニット側傘歯車及び平歯車で構成す
る回動伝達手段とを有して、前記先端部本体に対して着
脱可能に構成する超音波走査ユニットを具備し、この超
音波走査ユニットと前記先端部本体との間に、前記ユニ
ット側傘歯車と前記先端部側傘歯車との噛み合いを調節
するための調整部材を設けたことを特徴とする超音波内
視鏡。
【００６１】（付記項２）  前記調整部材を弾性部材で
形成したことを特徴とする付記項１に記載の超音波内視
鏡。
【００６２】（付記項３）  前記平歯車の回動時の振動
を抑制するためのガイド部を前記超音波振動子を保持す
る保持部材に設けたことを特徴とする付記項１に記載の
超音波内視鏡。
【００６３】（付記項４）  前記超音波走査ユニット外
部に前記スリップリングのケーブルを導出するためのガ
イド部を、前記超音波振動子を保持する保持部材に設け
たことを特徴とする付記項１に記載の超音波内視鏡。
【００６４】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、傘
歯車間の噛み合い調整を簡便に行うことが可能な超音波
内視鏡を実現できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の１実施の形態の超音波内視鏡の全体構
成を示す外観図
【図２】図１の超音波内視鏡の先端部を説明する断面図
【図３】図２の先端部の先端側外観図
【図４】図２のＡ－Ａ断面図
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【図５】図４のＢ－Ｂ断面図
【図６】超音波走査ユニットを説明する先端部の断面図
【図７】図６のＣ－Ｃ断面図
【図８】超音波走査ユニットと先端部本体との組立説明
図
【図９】図８の調整板を先端部本体に組み付ける際の平
面図
【図１０】振動子シャフトをブラシ保持部材に組み付け
る際の説明図
【図１１】図１０の状態の振動子シャフトをハウジング
に組み付ける際の説明図
【図１２】図１１の状態の振動子シャフトをハウジング
に組み付けた後の説明図
【図１３】先端キャップ内に超音波伝達媒体を注入する
際の先端部要部の断面図
【図１４】先端キャップ内に超音波伝達媒体を注入した
後に、先端キャップ内を封止した際の先端部要部の断面
図
【図１５】超音波振動子を挿入部先端部の長手軸方向と
垂直方向に回動して、超音波走査を行っている際の説明
図
【符号の説明】
１            …超音波内視鏡
２            …超音波振動子
３            …挿入部
４            …操作部
５            …先端部
２１          …先端部本体
２１ｃ        …嵌合部
２３          …ハウジング
２４          …超音波走査ユニット
３２          …回動シャフト
３３          …先端部側傘歯車
３６          …ねじ
４１          …ギヤシャフト
４２          …振動子シャフト
４３ａ，４３ｂ…平歯車
４４          …ユニット側傘歯車
５３          …調整板（調整部材）

【図５】



(8) 特開２００２－３３０９７０

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】 【図７】

【図１３】 【図１４】
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